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地域の経営人材活用を

日
本
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
協
会

（Ｊ
Ａ
Ａ
Ｍ
、
小

林
潔
司
会
長
）
は
２０
日
、
第

８
回
イ
ブ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ

ー
タ

ｏ
ジ
ャ
パ
ン
の
吉
村
和

就
代
表
が

「水
道
法
改
正
に

伴
う
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
の
重
要
性
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。
協
会
会
員
ら

約
６０
人
が
聴
講
し
た
。

同
協
会
で
は
改
正
水
道
法

と
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
着
目
し
た
活
動
を
展
開
し

て
お
り
、
前
回
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
厚
生
労
働
省
水
道
課
の

日
置
潤

一
水
道
計
画
指
導
室

長
が
登
壇
し
て
い
る
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
藤
木

修
理
事
は
、
国
内
外
お
よ
び

官
民
の
双
方
に
精
通
す
る
吉

村
代
表
に

「ア
セ
ッ
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
と
改
正

水
道
法
に
お
け
る
留
意
点
を

解
説
し
て
ほ
し
い
」
と
要
望

し
、
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
に
期

待
を
示
し
た
。

吉
村
氏
は
▽
日
本
の
水
道

事
業
の
現
状
▽
水
道
事
業
に

お
け
る
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
重
要
性
▽
水
道
法
改

正
と
残
念
な
マ
ス
コ
ミ
報
道

―
―
の
３
項
目
を
解
説
し

た
。
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、
経
営

・
技

術

一
体
で
の
取
組
み
の
大
切

さ
を
示
し
た
上
で
、
課
題
と

し
て
台
帳
の
不
備
や
デ
ー
タ

化
の
遅
れ
に
よ
る
現
状
把
握

の
遅
滞
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
技
術
者
の
不
足
を
指

摘
。
資
金
と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
す
る
地
方
銀
行
等
の
活

用
、
Ａ
Ｉ

・
Ｉ

ｏ
Ｔ
関
係
の

技
術
開
発
を
ブ
レ
イ
ク
ス
ル

ー
の
手
法
と
し
て
示
し
た
。

ま
た
、

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
語
源
は
イ
タ
リ
ア
語
の

″Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｕ
Ｓ
″
で
、
馬
と

の
信
頼
関
係
を
つ
く

っ
て
行

き
た
い
場
所
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
う
こ
と
」
だ
と
紹
介
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
示
さ
れ
て
い

な
い

「
『
老
馬
』
の
知
恵
の

活
用
も
必
要
」
と
述
べ
た
。

今
後
の
水
事
業
の
方
向
性

と
し
て
は

「地
産
地
消
の
ビ

ジ
ネ
ス
」
を
挙
げ
、
地
域
に

お
け
る
資
金
循
環
と
ノ
ウ
ハ

ウ
継
承
の
仕
組
み
、
水

ｏ
食

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

一
体
の
モ
デ

ル
、
流
域
単
位
の
考
え
方
が

重
要
だ
と
し
た
。

講
演
後
に
あ
い
さ
つ
し
た

小
林
会
長
は
、
吉
村
代
表
の

講
演
に
お
け
る
経
営
の
論
点

を
取
り
上
げ
、
水
道
分
野
で

の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
に
期
待
を
寄
せ
た
。

吉村氏が法改正後を展望
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